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(57)【要約】
【課題】液晶表示パネル、液晶表示装置、及び液晶表示
装置の駆動方法を提供すること。
【解決手段】マトリックス形態で配列される複数のピク
セルと、ピクセルのうち第１行－ピクセルと接続される
第１サブゲートラインと、ピクセルのうち第２行－ピク
セルと接続される第２サブゲートラインと、第１サブゲ
ートラインと第２サブゲートラインとの間に位置し、各
々上側に隣接する第２行－ピクセルと下側に隣接する第
１行－ピクセルと接続する複数のゲートラインと、ピク
セルのうち隣接する第１列－ピクセルと接続される複数
の偶数データラインと、ピクセルのうち隣接する第２列
－ピクセルと接続される複数の奇数データラインと、を
含むことを特徴とする、液晶表示パネルが提供される。
液晶表示パネルは、水平クロストーク及び垂直クロスト
ークを防止しながらも消費電力を効率的に減少させるこ
とができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリックス形態で配列される複数のピクセルと、
　前記ピクセルのうち第１行－ピクセルと接続される第１サブゲートラインと、
　前記ピクセルのうち第２行－ピクセルと接続される第２サブゲートラインと、
　前記第１サブゲートラインと前記第２サブゲートラインとの間に位置し、各々上側に隣
接する前記第２行－ピクセルと下側に隣接する前記第１行－ピクセルと接続する複数のゲ
ートラインと、
　前記ピクセルのうち隣接する第１列－ピクセルと接続される複数の偶数データラインと
、
　前記ピクセルのうち隣接する第２列－ピクセルと接続される複数の奇数データラインと
、
を含むことを特徴とする、液晶表示パネル。
【請求項２】
　前記第１行－ピクセルは、同じ行に配列される前記ピクセルのうち奇数列のピクセルに
対応し、前記第２行－ピクセルは同じ行に配列される前記ピクセルのうち偶数列のピクセ
ルに対応することを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項３】
　前記第１列－ピクセルは、同じ列に配列される前記ピクセルのうち奇数行のピクセルに
対応し、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記ピクセルのうち偶数行のピクセ
ルに対応することを特徴とする、請求項２に記載の液晶表示パネル。
【請求項４】
　前記第１列－ピクセルは、同じ列に配列される前記ピクセルのうち偶数行のピクセルに
対応し、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記ピクセルのうち奇数行のピクセ
ルに対応することを特徴とする、請求項２に記載の液晶表示パネル。
【請求項５】
　前記第１行－ピクセルは、同じ行に配列される前記ピクセルのうち偶数列のピクセルに
対応し、前記第２行－ピクセルは同じ行に配列される前記ピクセルのうち奇数列のピクセ
ルに対応することを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項６】
　前記第１列－ピクセルは、同じ列に配列される前記ピクセルのうち奇数行のピクセルに
対応し、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記ピクセルのうち偶数行のピクセ
ルに対応することを特徴とする、請求項５に記載の液晶表示パネル。
【請求項７】
　前記第１列－ピクセルは、同じ列に配列される前記ピクセルのうち偶数行のピクセルに
対応し、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記ピクセルのうち奇数行のピクセ
ルに対応することを特徴とする、請求項５に記載の液晶表示パネル。
【請求項８】
　奇数フレーム（ｏｄｄ　ｆｒａｍｅ）の間に前記奇数データラインに第１極性のデータ
信号を印加し、前記偶数データラインに前記第１極性と反対の第２極性のデータ信号を印
加することを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項９】
　偶数フレーム（ｅｖｅｎ　ｆｒａｍｅ）の間に前記奇数データラインに前記第２極性の
データ信号を印加し、前記偶数データラインに前記第１極性のデータ信号を印加すること
を特徴とする、請求項８に記載の液晶表示パネル。
【請求項１０】
　前記第１極性は、共通電極に印加される共通電圧を基準にして正の極性であり、前記第
２極性は前記共通電圧を基準にして負の極性であることを特徴とする、請求項９に記載の
液晶表示パネル。
【請求項１１】
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　前記第１極性は、共通電極に印加される共通電圧を基準にして負の極性であり、前記第
２極性は前記共通電圧を基準にして正の極性であることを特徴とする、請求項９に記載の
液晶表示パネル。
【請求項１２】
　電荷共有制御信号に基づいて前記奇数データラインの間に互いに電荷を共有させ、前記
偶数データラインの間に互いに電荷を共有させる電荷共有制御回路をさらに含むことを特
徴とする、請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項１３】
　前記電荷共有制御回路は、
　前記電荷共有制御信号に基づいて前記奇数データラインを互いに接続する複数の第１ス
イッチと、
　前記電荷共有制御信号に基づいて前記偶数データラインを互いに接続する複数の第２ス
イッチと、
を含むことを特徴とする、請求項１２に記載の液晶表示パネル。
【請求項１４】
　前記電荷共有制御信号は、プリチャージシェアリング（Ｐｒｅ　Ｃｈａｒｇｅ　Ｓｈａ
ｒｉｎｇ；ＰＣＳ）信号に対応し、前記第１スイッチ及び前記第２スイッチは、前記第１
サブゲートライン及び前記第２サブゲートラインと各前記ゲートラインとが結合されてい
る前記ピクセルが充電される以前にターンオンされることを特徴とする、請求項１３に記
載の液晶表示パネル。
【請求項１５】
　前記電荷共有制御信号は、プリチャージシェアリング信号に対応し、前記第１スイッチ
及び前駆第２スイッチは前記第１サブゲートライン及び第２サブゲートラインと各前記ゲ
ートラインとが結合されている前記ピクセルが充電された以後にターンオンされることを
特徴とする、請求項１３に記載の液晶表示パネル。
【請求項１６】
　各前記ピクセルは、前記第１サブゲートライン及び前記第２サブゲートラインと前記ゲ
ートラインとから出力されるゲート信号に基づいてスイッチング動作を遂行するスイッチ
ング素子と、
　前記奇数データライン及び前記偶数データラインから出力されるデータ信号に基づいて
液晶層の光透過率を調節する液晶キャパシタと、
を含むことを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項１７】
　前記スイッチング素子は、前記ゲート信号の入力を受けるゲート電極、前記データ信号
の入力を受けるソース電極、及び前記データ信号を前記液晶キャパシタから出力するドレ
ーン電極を備える薄膜トランジスタＴＦＴであることを特徴とする、請求項１６に記載の
液晶表示パネル。
【請求項１８】
　前記ピクセルは、それぞれ前記液晶キャパシタの充電電圧を維持させるストレージキャ
パシタをさらに含むことを特徴とする、請求項１７に記載の液晶表示パネル。
【請求項１９】
　行方向に同じ極性のデータ信号が奇数列のピクセルと偶数列のピクセルに一水平周期の
時差を置いて印加され、列方向に反対極性のデータ信号が同じ列のピクセルに一水平周期
の時差を置いて順次に印加される液晶表示パネルと、
　データ制御信号に基づいてデータ信号を前記液晶表示パネルに印加するソースドライバ
と、
　ゲート制御信号に基づいてスキャンパルスに対応するゲート信号を前記液晶表示パネル
に印加するゲートドライバと、
　前記データ制御信号及び前記ゲート制御信号を生成するタイミングコントローラと、
を含むことを特徴とする、液晶表示装置。
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【請求項２０】
　前記液晶表示パネルは、
　マトリックス形態で配列される複数のピクセルと、
　前記ピクセルのうち下側に隣接する第１行－ピクセルと接続される第１サブゲートライ
ンと、
　前記ピクセルのうち上側に隣接する第２行－ピクセルと接続される第２サブゲートライ
ンと、
　前記第１サブゲートラインと前記第２サブゲートラインとの間に位置し、各々上側に隣
接する前記第２行－ピクセルと下側に隣接する前記第１行－ピクセルと接続する複数のゲ
ートラインと、
　前記ピクセルのうち隣接する第１列－ピクセルと接続される複数の偶数データラインと
、
　前記ピクセルのうち隣接する第２列－ピクセルと接続される複数の奇数データラインと
、
を含むことを特徴とする、請求項１９に記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
　前記液晶表示パネルは、電荷共有制御信号に基づいて前記奇数データラインの間に互い
に電荷を共有させ、前記偶数データラインの間に互いに電荷を共有させる電荷共有制御回
路をさらに含むことを特徴とする、請求項２０に記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　前記第１行－ピクセルは同じ行に配列される前記奇数列のピクセルに対応し、前記第２
行－ピクセルは同じ行に配列される前記偶数列のピクセルに対応することを特徴とする、
請求項２０に記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
　前記第１列－ピクセルは同じ列に配列される前記奇数行のピクセルに対応し、前記第２
列－ピクセルは同じ列に配列される前記偶数行のピクセルに対応することを特徴とする、
請求項２２に記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
　前記第１列－ピクセルは同じ列に配列される前記偶数行のピクセルに対応し、前記第２
列－ピクセルは同じ列に配列される前記奇数行のピクセルに対応することを特徴とする、
請求項２２に記載の液晶表示装置。
【請求項２５】
　前記第１行－ピクセルは同じ行に配列される前記偶数列のピクセルに対応し、前記第２
行－ピクセルは同じ行に配列される前記奇数列のピクセルに対応することを特徴とする、
請求項２０に記載の液晶表示装置。
【請求項２６】
　前記第１列－ピクセルは同じ列に配列される前記奇数行のピクセルに対応し、前記第２
列－ピクセルは同じ列に配列される前記偶数行のピクセルに対応することを特徴とする、
請求項２５に記載の液晶表示装置。
【請求項２７】
　前記第１列－ピクセルは同じ列に配列される前記偶数行のピクセルに対応し、前記第２
列－ピクセルは同じ列に配列される前記奇数行のピクセルに対応することを特徴とする、
請求項２５に記載の液晶表示装置。
【請求項２８】
　奇数フレーム（ｏｄｄ　ｆｒａｍｅ）の間に前記奇数データラインに第１極性のデータ
信号を印加し、前記偶数データラインに前記第１極性と反対の第２極性のデータ信号を印
加することを特徴とする、請求項２０に記載の液晶表示装置。
【請求項２９】
　偶数フレーム（ｅｖｅｎ　ｆｒａｍｅ）の間に前記奇数データラインに前記第２極性の
データ信号を印加し、前記偶数データラインに前記第１極性のデータ信号を印加すること
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を特徴とする請求項２８に記載の液晶表示装置。
【請求項３０】
　行方向に同じ極性のデータ信号を奇数列のピクセルと偶数列のピクセルに一水平周期の
時差を置いて印加する段階と、
　列方向に反対極性のデータ信号を同じ列に配列されるピクセルに一水平周期の時差を置
いて順次に印加する段階と、
　フレームごとに液晶表示パネルに供給されるデータ信号の極性を変更する段階と、
を含むことを特徴とする、液晶表示装置の駆動方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に関し、より詳しくは液晶表示パネル、液晶表示装置、及び液晶表示
装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、それぞれのピクセルに対して液晶キャパシタのピクセル電極と共通電
極とに電界（即ち、電位差）を形成することによって、ピクセル電極と共通電極との間に
位置する液晶層の光透過率を調節する方式で画像を表示する。最近では、ピクセル内部の
スイッチング素子として薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ
；ＴＦＴ）を使う薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）液晶表示装置が広く利用されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】韓国特許出願公開２００５-０００１２４９号明細書
【特許文献２】特開２００３－３１５７６６号公報
【特許文献３】米国特許出願公開２００５／００４６６２０号明細書
【特許文献４】韓国特許出願公開２００５－０００３６３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般的に、液晶表示装置はピクセル内部の液晶キャパシタの劣化を防止するためにデー
タ信号の極性を一定周期ごとに反転させるが、ドット（ｄｏｔ）インバージョン方式、ラ
イン（ｌｉｎｅ）インバージョン方式、コラム（ｃｏｌｕｍｎ）インバージョン方式、フ
レーム（ｆｒａｍｅ）インバージョン方式、Ｚインバージョン方式、アクティブレベルシ
フト（Ａｃｔｉｖｅ　Ｌｅｖｅｌ　Ｓｈｉｆｔ；ＡＬＳ）インバージョン方式などのよう
な従来の方法を採用している。しかし、従来の方法は水平クロストーク、垂直クロストー
ク、不必要な電力消耗などのような様々な問題点を発生させている。
【０００５】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、水平クロストーク（ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　ｃｒｏｓｓｔａｌｋ）及び垂直クロスト
ーク（ｖｅｒｔｉｃａｌ　ｃｒｏｓｓｔａｌｋ）を防止しながらも消費電力を効率的に減
少させることのできる、新規かつ改良された液晶表示パネルを提供することである。
【０００６】
　本発明の他の目的は、前記液晶表示パネルを含んで低電力で高品質の画像を出力できる
、新規かつ改良された液晶表示装置を提供することにある。
【０００７】
　本発明のさらに他の目的は、液晶表示パネル内に水平クロストーク及び垂直クロストー
クを防止しながらも消費電力を効率的に減少させることのできる、新規かつ改良された液
晶表示装置の駆動方法を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、マトリックス形態で配列され
る複数のピクセルと、前記ピクセルのうち第１行－ピクセルと接続される第１サブゲート
ラインと、前記ピクセルのうち第２行－ピクセルと接続される第２サブゲートラインと、
前記第１サブゲートラインと前記第２サブゲートラインとの間に位置し、各々上側に隣接
する前記第２行－ピクセルと下側に隣接する前記第１行－ピクセルと接続する複数のゲー
トラインと、前記ピクセルのうち隣接する第１列－ピクセルと接続される複数の偶数デー
タラインと、前記ピクセルのうち隣接する第２列－ピクセルと接続される複数の奇数デー
タラインと、を含むことを特徴とする、液晶表示パネルが提供される。
【０００９】
　前記第１行－ピクセルは、同じ行に配列される前記ピクセルのうち奇数列のピクセルに
対応し、前記第２行－ピクセルは同じ行に配列される前記ピクセルのうち偶数列のピクセ
ルに対応してもよい。
【００１０】
　この場合、前記第１列－ピクセルは、同じ列に配列される前記ピクセルのうち奇数行の
ピクセルに対応し、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記ピクセルのうち偶数
行のピクセルに対応してもよい。
【００１１】
　またこの場合、前記第１列－ピクセルは、同じ列に配列される前記ピクセルのうち偶数
行のピクセルに対応し、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記ピクセルのうち
奇数行のピクセルに対応してもよい。
【００１２】
　前記第１行－ピクセルは、同じ行に配列される前記ピクセルのうち偶数列のピクセルに
対応し、前記第２行－ピクセルは同じ行に配列される前記ピクセルのうち奇数列のピクセ
ルに対応してもよい。
【００１３】
　この場合、前記第１列－ピクセルは、同じ列に配列される前記ピクセルのうち奇数行の
ピクセルに対応し、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記ピクセルのうち偶数
行のピクセルに対応してもよい。
【００１４】
　またこの場合、前記第１列－ピクセルは、同じ列に配列される前記ピクセルのうち偶数
行のピクセルに対応し、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記ピクセルのうち
奇数行のピクセルに対応してもよい。
【００１５】
　奇数フレーム（ｏｄｄ　ｆｒａｍｅ）の間に前記奇数データラインに第１極性のデータ
信号を印加し、前記偶数データラインに前記第１極性と反対の第２極性のデータ信号を印
加してもよい。
【００１６】
　偶数フレーム（ｅｖｅｎ　ｆｒａｍｅ）の間に前記奇数データラインに前記第２極性の
データ信号を印加し、前記偶数データラインに前記第１極性のデータ信号を印加してもよ
い。
【００１７】
　前記第１極性は、共通電極に印加される共通電圧を基準にして正の極性であり、前記第
２極性は前記共通電圧を基準にして負の極性であってもよい。
【００１８】
　前記第１極性は、共通電極に印加される共通電圧を基準にして負の極性であり、前記第
２極性は前記共通電圧を基準にして正の極性であってもよい。
【００１９】
　電荷共有制御信号に基づいて前記奇数データラインの間に互いに電荷を共有させ、前記
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偶数データラインの間に互いに電荷を共有させる電荷共有制御回路をさらに含んでいても
よい、
【００２０】
　前記電荷共有制御回路は、前記電荷共有制御信号に基づいて前記奇数データラインを互
いに接続する複数の第１スイッチと、前記電荷共有制御信号に基づいて前記偶数データラ
インを互いに接続する複数の第２スイッチと、を含んでいてもよい。
【００２１】
　前記電荷共有制御信号は、プリチャージシェアリング（Ｐｒｅ　Ｃｈａｒｇｅ　Ｓｈａ
ｒｉｎｇ；ＰＣＳ）信号に対応し、前記第１スイッチ及び前記第２スイッチは、前記第１
サブゲートライン及び前記第２サブゲートラインと各前記ゲートラインとが結合されてい
る前記ピクセルが充電される以前にターンオンされていてもよい。
【００２２】
　前記電荷共有制御信号は、プリチャージシェアリング信号に対応し、前記第１スイッチ
及び前駆第２スイッチは前記第１サブゲートライン及び第２サブゲートラインと各前記ゲ
ートラインとが結合されている前記ピクセルが充電された以後にターンオンされていても
よい。
【００２３】
　各前記ピクセルは、前記第１サブゲートライン及び前記第２サブゲートラインと前記ゲ
ートラインとから出力されるゲート信号に基づいてスイッチング動作を遂行するスイッチ
ング素子と、前記奇数データライン及び前記偶数データラインから出力されるデータ信号
に基づいて液晶層の光透過率を調節する液晶キャパシタと、を含んでいてもよい。
【００２４】
　前記スイッチング素子は、前記ゲート信号の入力を受けるゲート電極、前記データ信号
の入力を受けるソース電極、及び前記データ信号を前記液晶キャパシタから出力するドレ
ーン電極を備える薄膜トランジスタＴＦＴであってもよい。
【００２５】
　前記ピクセルは、それぞれ前記液晶キャパシタの充電電圧を維持させるストレージキャ
パシタをさらに含んでいてもよい。
【００２６】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、行方向に同じ極性のデ
ータ信号が奇数列のピクセルと偶数列のピクセルに一水平周期の時差を置いて印加され、
列方向に反対極性のデータ信号が同じ列のピクセルに一水平周期の時差を置いて順次に印
加される液晶表示パネルと、データ制御信号に基づいてデータ信号を前記液晶表示パネル
に印加するソースドライバと、ゲート制御信号に基づいてスキャンパルスに対応するゲー
ト信号を前記液晶表示パネルに印加するゲートドライバと、前記データ制御信号及び前記
ゲート制御信号を生成するタイミングコントローラと、を含むことを特徴とする、液晶表
示装置が提供される。
【００２７】
　前記液晶表示パネルは、マトリックス形態で配列される複数のピクセルと、前記ピクセ
ルのうち下側に隣接する第１行－ピクセルと接続される第１サブゲートラインと、前記ピ
クセルのうち上側に隣接する第２行－ピクセルと接続される第２サブゲートラインと、前
記第１サブゲートラインと前記第２サブゲートラインとの間に位置し、各々上側に隣接す
る前記第２行－ピクセルと下側に隣接する前記第１行－ピクセルと接続する複数のゲート
ラインと、前記ピクセルのうち隣接する第１列－ピクセルと接続される複数の偶数データ
ラインと、前記ピクセルのうち隣接する第２列－ピクセルと接続される複数の奇数データ
ラインと、を含んでいてもよい、
【００２８】
　前記液晶表示パネルは、電荷共有制御信号に基づいて前記奇数データラインの間に互い
に電荷を共有させ、前記偶数データラインの間に互いに電荷を共有させる電荷共有制御回
路をさらに含んでいてもよい。
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【００２９】
　前記第１行－ピクセルは同じ行に配列される前記奇数列のピクセルに対応し、前記第２
行－ピクセルは同じ行に配列される前記偶数列のピクセルに対応してもよい。
【００３０】
　この場合、前記第１列－ピクセルは同じ列に配列される前記奇数行のピクセルに対応し
、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記偶数行のピクセルに対応してもよい。
【００３１】
　またこの場合、前記第１列－ピクセルは同じ列に配列される前記偶数行のピクセルに対
応し、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記奇数行のピクセルに対応してもよ
い。
【００３２】
　前記第１行－ピクセルは同じ行に配列される前記偶数列のピクセルに対応し、前記第２
行－ピクセルは同じ行に配列される前記奇数列のピクセルに対応してもよい。
【００３３】
　この場合、前記第１列－ピクセルは同じ列に配列される前記奇数行のピクセルに対応し
、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記偶数行のピクセルに対応してもよい。
【００３４】
　またこの場合、前記第１列－ピクセルは同じ列に配列される前記偶数行のピクセルに対
応し、前記第２列－ピクセルは同じ列に配列される前記奇数行のピクセルに対応してもよ
い。
【００３５】
　奇数フレーム（ｏｄｄ　ｆｒａｍｅ）の間に前記奇数データラインに第１極性のデータ
信号を印加し、前記偶数データラインに前記第１極性と反対の第２極性のデータ信号を印
加してもよい。
【００３６】
　偶数フレーム（ｅｖｅｎ　ｆｒａｍｅ）の間に前記奇数データラインに前記第２極性の
データ信号を印加し、前記偶数データラインに前記第１極性のデータ信号を印加してもよ
い。
【００３７】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、行方向に同じ極性のデ
ータ信号を奇数列のピクセルと偶数列のピクセルに一水平周期の時差を置いて印加する段
階と、列方向に反対極性のデータ信号を同じ列に配列されるピクセルに一水平周期の時差
を置いて順次に印加する段階と、フレームごとに液晶表示パネルに供給されるデータ信号
の極性を変更する段階と、を含むことを特徴とする、液晶表示装置の駆動方法が提供され
る。
【発明の効果】
【００３８】
　以上説明したように本発明によれば、一フレームの間に同じ極性のデータ信号をデータ
ラインごとに反転して供給することによって消費電力を減少させることができ、同じ極性
のデータ信号を一つの行（ｒｏｗ）を構成する奇数列のピクセルと偶数列のピクセルとに
一水平周期の時差を置いて印加することによって水平クロストークを防止することができ
、反対極性のデータ信号を一つの列（ｃｏｌｕｍｎ）を構成するピクセルに一水平周期の
時差を置いて順次に印加することによって垂直クロストークを防止する、液晶表示パネル
を提供することができる。
【００３９】
　また本発明によれば、前記液晶表示パネルを含んで低電力で高品質の画像を出力するこ
とができる液晶表示装置を提供することができる。
【００４０】
　また本発明によれば、液晶表示パネル内に水平クロストーク及び垂直クロストークを防
止しながらも消費電力を効率的に減少させることができる液晶表示装置の駆動方法を提供



(9) JP 2012-93702 A 2012.5.17

10

20

30

40

50

することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示パネルを示す図面である。
【図２】図１の液晶表示パネルに配列されたピクセルの構造を示す図面である。
【図３】図１の液晶表示パネルに供給されるデータ信号の極性による共通電圧を示すタイ
ミングチャートである。
【図４】奇数フレームの間に図１の液晶表示パネルに供給されるデータ信号の極性を示す
図面である。
【図５】図１の液晶表示パネルで奇数フレームの間にピクセルにデータ信号が印加される
過程を示す図面である。
【図６】図１の液晶表示パネルで奇数フレームの間にピクセルにデータ信号が印加される
過程を示す図面である。
【図７】図１の液晶表示パネルで奇数フレームの間にピクセルにデータ信号が印加される
過程を示す図面である。
【図８】図１の液晶表示パネルで奇数フレームの間にピクセルにデータ信号が印加される
過程を示す図面である。
【図９】図１の液晶表示パネルで奇数フレームの間にピクセルにデータ信号が印加される
過程を示す図面である。
【図１０】偶数フレームの間に図１の液晶表示パネルに供給されるデータ信号の極性を示
す図面である。
【図１１】図１の液晶表示パネルで偶数フレームの間にピクセルにデータ信号が印加され
る過程を示す図面である。
【図１２】図１の液晶表示パネルで偶数フレームの間にピクセルにデータ信号が印加され
る過程を示す図面である。
【図１３】図１の液晶表示パネルで偶数フレームの間にピクセルにデータ信号が印加され
る過程を示す図面である。
【図１４】図１の液晶表示パネルで偶数フレームの間にピクセルにデータ信号が印加され
る過程を示す図面である。
【図１５】図１の液晶表示パネルで偶数フレームの間にピクセルにデータ信号が印加され
る過程を示す図面である。
【図１６】本発明の他の実施形態に係る液晶表示パネルを示す図面である。
【図１７】本発明の実施形態に係る液晶表示パネルを具備する液晶表示装置を示すブロッ
ク図である。
【図１８】図１７の液晶表示装置を駆動する方法を示すフローチャートである。
【図１９】図１７の液晶表示装置を含む電子機器を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　本発明は多様な変更を加えることができ、種々の形態を有することができるが、特定の
実施形態を図面に例示して本明細書に詳細に説明する。しかし、これは本発明を特定の開
示形態に限定しようとするものではなく、本発明の思想及び技術範囲に含まれるすべての
変更、均等物ないし代替物を含むと理解するべきである。
【００４３】
　本明細書において、第１、第２等の用語は多様な構成要素を説明するのに使用すること
ができるが、これらの構成要素がこのような用語によって限定されてはならない。前記用
語は一つの構成要素を他の構成要素から区別する目的で使われる。例えば、本発明の権利
範囲から逸脱せずに第１構成要素は第２構成要素と命名することができ、類似に第２構成
要素も第１構成要素と命名することができる。
【００４４】
　ある構成要素が他の構成要素に「連結されて」いる、または「接続されて」いると言及
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された場合には、その他の構成要素に直接的に連結されていたり、接続されていたりする
ことも意味するが、中間に他の構成要素が存在する場合も含むと理解するべきである。一
方、ある構成要素が他の構成要素に「直接連結されて」いる、または「直接接続されて」
いると言及された場合には、中間に他の構成要素が存在しないと理解すべきである。構成
要素の間の関係を説明する他の表現、すなわち「～間に」と「すぐに～間に」または「～
に隣接する」と「～に直接隣接する」等も同じように解釈すべきである。本明細書で使用
した用語は単に特定の実施形態を説明するために使用したもので、本発明を限定するもの
ではない。単数の表現は文脈上明白に異なるように意味しない限り、複数の表現を含む。
本明細書で、「含む」または「有する」等の用語は明細書上に記載された特徴、数字、段
階、動作、構成要素、部品または、これを組み合わせたのが存在するということを示すも
のであって、一つまたはそれ以上の他の特徴や数字、段階、動作、構成要素、部品または
、これを組み合わせたものなどの存在または、付加の可能性を、予め排除するわけではな
い。
【００４５】
　また、別に定義しない限り、技術的或いは科学的用語を含み、本明細書中において使用
される全ての用語は本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者であれば、一般的に
理解するのと同一の意味を有する。一般的に使用される辞書において定義する用語と同じ
用語は関連技術の文脈上に有する意味と一致する意味を有するものと理解するべきで、本
明細書において明白に定義しない限り、理想的或いは形式的な意味として解釈してはなら
ない。
【００４６】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００４７】
　図１は本発明の一実施形態に係る液晶表示パネルを示す図面である。
【００４８】
　図１を参照すれば、液晶表示パネル１００は、複数のピクセル１１０、第１サブゲート
ライン１２０＿１、第２サブゲートライン１２０＿２、ゲートライン１３０＿１、……、
１３０＿ｋ、奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５、及び偶数データライン１
５０＿１、……、１５０＿５を含むことができる。例示的な実施形態によると、液晶表示
パネル１００は、電荷共有制御回路１６０を追加的に含むことができる。
【００４９】
　一般的に、液晶表示装置は、それぞれのピクセルに対して液晶キャパシタの画素電極と
共通電極とに電界（即ち、電位差）を形成することによって画素電極と共通電極との間に
位置する液晶層の光透過率を調節する方式で画像を表示することができる。その時、液晶
キャパシタの液晶層に一方向に電界が長時間印加される場合に液晶キャパシタが劣化され
る場合がある。これを考慮して、液晶表示装置は、液晶キャパシタの劣化を防止するため
にデータ信号の極性を一定周期ごとに反転させている。例えば、液晶表示装置は所定行（
ｒｏｗ）と所定列（ｃｏｌｕｍｎ）ごとにデータ信号の極性を反転させるドットインバー
ジョン方式、ゲートラインごとにデータ信号の極性を反転させるラインインバージョン方
式、データラインごとにデータ信号の極性を反転させるコラムインバージョン方式、フレ
ーム（ｆｒａｍｅ）ごとにデータ信号の極性を反転させるフレームインバージョン方式、
ピクセルをデータライン方向にジグザグに配列し、コラムインバージョン方式でデータ信
号を供給することによってドットインバージョン方式を実現するＺインバージョン方式、
ラインインバージョン方式で共通電極に印加される電圧の変位幅を減少させたＡＬＳイン
バージョン方式などを採用している。
【００５０】
　しかし、ドットインバージョン方式は、垂直クロストークや水平クロストークを防止し
て画質を向上させることができる反面、所定行と所定列ごとにデータ信号の極性を反転さ
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せなければならないため、データ信号の変位周波数（即ち、データ信号の変動量）が大き
くて消費電力が大きいという短所がある。ラインインバージョン方式は、ドットインバー
ジョン方式に比べてデータ信号の変位幅を小さくして消費電力を減少させることができる
が、ゲートラインごとにデータ信号の極性が反転するため水平クロストークが発生すると
いう短所がある。Ｚインバージョン方式はドットインバージョン方式に比べてデータ信号
の変位周波数を小さくして消費電力を減少させることができるが、データラインごとにデ
ータ信号の極性が反転するため垂直クロストークが発生するという短所がある。フレーム
インバージョン方式は、フレームごとにデータ信号の極性が反転するためフレームが変更
される時、フリッカー（ｆｌｉｃｋｅｒ）が発生するという短所がある。Ｚインバージョ
ン方式は、ドットインバージョン方式に比べて消費電力を減少させることができるが、特
定データ信号のパターンで縦縞現象が発生するという短所がある。ＡＬＳインバージョン
方式は、ラインインバージョン方式に比べて共通電極に印加される電圧の変位幅を減少さ
せて消費電力を減少させることができるが、ラインインバージョン方式と同様に水平クロ
ストークが発生するという短所がある。
【００５１】
　本発明の実施形態において、液晶表示パネル１００には、ピクセル１１０が第１サブゲ
ートライン１２０＿１、第２サブゲートライン１２０＿２及びゲートライン１３０＿１、
……、１３０＿ｋ、並びに奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５及び偶数デー
タライン１５０＿１、……、１５０＿５が交差する位置にマトリックス（ｍａｔｒｉｘ）
形態で配列されることができる。ピクセル１１０は、内部のスイッチング素子（即ち、薄
膜トランジスタ）のゲート（ｇａｔｅ）電極を通じて第１サブゲートライン１２０＿１、
第２サブゲートライン１２０＿２及びゲートライン１３０＿１、……、１３０＿ｋに連結
されることができ、前記薄膜トランジスタのソース（ｓｏｕｒｃｅ）電極を通じて奇数デ
ータライン１４０＿１、……、１４０＿５及び偶数データライン１５０＿１、……、１５
０＿５に連結されることができる。例えば、ピクセル１１０は前記薄膜トランジスタのゲ
ート電極を通じて第１サブゲートライン１２０＿１、第２サブゲートライン１２０＿２及
びゲートライン１３０＿１、……、１３０＿ｋから出力されるゲート信号（即ち、スキャ
ンパルス）の入力を受けることができる。また、ピクセル１１０は前記薄膜トランジスタ
のソース電極を通じて奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５及び偶数データラ
イン１５０＿１、……、１５０＿５から出力されるデータ信号の入力を受けることができ
る。例示的な実施形態において、ピクセル１１０は各々薄膜トランジスタ、液晶キャパシ
タ（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）及びストレージキャパシタ（
ｓｔｏｒａｇｅ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）を含むことができる。この場合、前記液晶キャパ
シタはデータ信号の印加を受けるためのピクセル電極、共通電圧の印加を受けるための共
通電極及びこれらの間に位置する誘電率異方性（ｄｉｅｌｅｃｔｒｉｃ　ａｎｉｓｏｔｒ
ｏｐｙ）を有する液晶層を含むことができる。
【００５２】
　液晶表示パネル１００において、第１サブゲートライン１２０＿１及び第２サブゲート
ライン１２０＿２が、ゲートライン１３０＿１、……、１３０＿ｋの外郭に位置すること
ができる。一実施形態において、第１サブゲートライン１２０＿１はその下側に位置する
第１行－ピクセルと連結されることができ、第２サブゲートライン１２０＿２はその上側
に位置する第２行－ピクセルと連結されることができる。ゲートライン１３０＿１、……
、１３０＿ｋは第１サブゲートライン１２０＿１と第２サブゲートライン１２０＿２との
間に位置することができる。一実施形態において、ゲートライン１３０＿１、……、１３
０＿ｋは各々上側の第２行－ピクセルと下側の第１行－ピクセルと交互にジグザグ（ｚｉ
ｇｚａｇ）形態で連結されることができる。ここで、「行－ピクセル」は一つの行を構成
するピクセルを意味する。例えば、「第１行－ピクセル」は一つの行に配列されるピクセ
ル１１０のうち奇数列のピクセルに対応し、「第２行－ピクセル」は一つの行に配列され
るピクセル１１０のうち偶数列のピクセルに対応することができる。即ち、第１サブゲー
トライン１２０＿１は上部の最外郭に位置するピクセル１１０のうち奇数列のピクセルに
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連結されることができ、第２サブゲートライン１２０＿２は下部の最外郭に位置するピク
セル１１０のうち偶数列のピクセルに連結されることができる。ゲートライン１３０＿１
、……、１３０＿ｋは、各々上側の行－ピクセルのうち偶数列のピクセルと連結されるこ
とができ、下側の行－ピクセルのうち奇数列のピクセルと連結されることができる。
【００５３】
　また、液晶表示パネル１００では、奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５に
連結されるピクセル１１０と偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に連結され
るピクセル１１０とを互いに相異させることができる。例えば、奇数データライン１４０
＿１、……、１４０＿５は、第２列－ピクセルと連結されることができ、偶数データライ
ン１５０＿１、……、１５０＿５は第１列－ピクセルと連結されることができる。例示的
な実施形態において、第１列－ピクセルは、一つの列に配列されるピクセル１１０のうち
偶数行のピクセルに対応し、第２列－ピクセルは一つの列に配列されるピクセル１１０の
うち奇数行のピクセルに対応することができる。他の実施形態によると、第１列－ピクセ
ルは一つの列に配列されるピクセル１１０のうち奇数行のピクセルに対応し、第２列－ピ
クセルは一つの列に配列されるピクセル１１０のうち奇数行のピクセルに対応することが
できる。ただし、図１では奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５が一つの列に
配列されるピクセル１１０のうち奇数行のピクセルに連結され、偶数データライン１５０
＿１、……、１５０＿５が一つの列に配列されるピクセル１１０のうち奇数行のピクセル
に連結される実施形態が図示されている。
【００５４】
　上述のように、液晶表示パネル１００はピクセル１１０が薄膜トランジスタのゲート電
極を通じて第１サブゲートライン１２０＿１、第２サブゲートライン１２０＿２及びゲー
トライン１３０＿１、……、１３０＿ｋに連結され、薄膜トランジスタのソース電極を通
じて奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５及び偶数データライン１５０＿１、
……、１５０＿５に連結されることにおいて、一つのフレームの間に奇数データライン１
４０＿１、……、１４０＿５に第１極性のデータ信号が供給され、偶数データライン１５
０＿１、……、１５０＿５に前記第１極性と反対の第２極性のデータ信号が供給される場
合に、一つの行に配列される隣接するピクセル（即ち、隣接する行－ピクセル）に同じ極
性のデータ信号が一水平周期の時差を置いて印加され、一つの列に配列される隣接してピ
クセル（即ち、隣接する列－ピクセル）に反対極性のデータ信号が印加されるようにする
特異な構造を有することができる。この時、液晶表示パネル１００は前記特異な構造に基
づいて動作することにおいて、実質的にコラムインバージョン方式と類似の方式でデータ
信号を供給することができる。例えば、液晶表示パネル１００は奇数フレームの間、奇数
データライン１４０＿１、……、１４０＿５に第１極性のデータ信号を供給することがで
き、偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に第２極性のデータ信号を供給する
反面、偶数フレームの間には、奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５に第２極
性のデータ信号を供給することができ、偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５
に第１極性のデータ信号を供給することができる。
【００５５】
　また、液晶表示パネル１００は奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５の間に
互いに電荷（ｃｈａｒｇｅ）を共有させ、偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿
５の間に互いに電荷を共有させる電荷共有制御回路１６０をさらに含むことができる。例
示的な実施形態において、電荷共有制御回路１６０は電荷共有制御信号ＣＳＣに基づいて
奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５を互いに結びつける第１スイッチＯＳＴ
及び電荷共有制御信号ＣＳＣに基づいて偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５
を互いに結びつける第２スイッチＥＳＴを含むことができる。この時、電荷共有制御信号
ＣＳＣはプリチャージシェアリング（Ｐｒｅ－Ｃｈａｒｇｅ　Ｓｈａｒｉｎｇ；ＰＣＳ）
信号であることができる。例示的な実施形態によると、第１スイッチＯＳＴ及び第２スイ
ッチＥＳＴは第１サブゲートライン１２０＿１、第２サブゲートライン１２０＿２及びゲ
ートライン１３０＿１、……、１３０＿ｋ別にピクセル１１０が充電される以前にターン



(13) JP 2012-93702 A 2012.5.17

10

20

30

40

50

オンされたり、または、前記ピクセル１１０が充電された以後にターンオンされたりする
ことによって、奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５の間に互いに電荷が共有
され、偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５の間に互いに電荷が共有されるよ
うにすることができる。例えば、第１スイッチＯＳＴ及び第２スイッチＥＳＴがＮ型モス
（ＮＭＯＳ）トランジスタの場合、電荷共有制御信号ＣＳＣが論理「ハイ」電圧レベルを
有すると、第１スイッチＯＳＴ及び第２スイッチＥＳＴがターンオンされて、奇数データ
ライン１４０＿１、……、１４０＿５同士を互いに連結し、偶数データライン１５０＿１
、……、１５０＿５同士を互いに連結することができる。反面、第１スイッチＯＳＴ及び
第２スイッチＥＳＴがＰ型モス（ＰＭＯＳ）トランジスタの場合、電荷共有制御信号ＣＳ
Ｃが論理「ロー」電圧レベルを有すると、第１スイッチＯＳＴ及び第２スイッチＥＳＴが
ターンオンされて、奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５同士を互いに連結し
、偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５同士を互いに連結することができる。
これと共に、液晶表示パネル１００は電荷共有制御回路１６０を含むことによって変化が
激しいパターン（ｐａｔｔｅｒｎ）に対しても消費電力を減少させることができ、ピクセ
ル１１０の充電特性を向上させて全般的な性能を向上させることができる。上述したこと
によると、電荷共有制御回路１６０が液晶表示パネル１００に備わることと説明したが、
電荷共有制御回路１６０は要求される条件により集積回路（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉ
ｒｃｕｉｔ；ＩＣ）の内部に実装することもできる。
【００５６】
　上述のように、液晶表示装置がピクセル１１０内部の液晶キャパシタの劣化を防止する
ためにデータ信号の極性を一定周期ごとに反転させるということにおいて、液晶表示パネ
ル１００は前記特異な構造に基づいて一フレームの間に同じ極性のデータ信号をデータラ
インごとに反転して供給することによって消費電力を効率的に減少させることができ、同
じ極性のデータ信号を一つの行を構成する奇数列のピクセルと偶数列のピクセルに一水平
周期の時差を置いて印加することによって水平クロストークを防止することができ、また
、反対極性のデータ信号を一つの列を構成するピクセル１００に一水平周期の時差を置い
て順次に印加することによって垂直クロストークを防止することができる。一方、液晶表
示パネル１００上にカラーを実現するために、それぞれのピクセル１１０はレッド（ｒｅ
ｄ）、グリーン（ｇｒｅｅｎ）、及びブルー（ｂｌｕｅ）のうち一つ、または、イエロー
（ｙｅｌｌｏｗ）、シアン（ｃｙａｎ）、及びマゼンタ（ｍａｇｅｎｔａ）のうち一つを
固有に表示（即ち、空間分割）したり、レッド（ｒｅｄ）、グリーン（ｇｒｅｅｎ）及び
ブルー（ｂｌｕｅ）、または、イエロー（ｙｅｌｌｏｗ）、シアン（ｃｙａｎ）及びマゼ
ンタ（ｍａｇｅｎｔａ）を時間に従って交互に表示（即ち、時間分割）したりすることが
できる。この時、液晶表示パネル１００はレッド（ｒｅｄ）、グリーン（ｇｒｅｅｎ）及
びブルー（ｂｌｕｅ）、または、イエロー（ｙｅｌｌｏｗ）、シアン（ｃｙａｎ）及びマ
ゼンタ（ｍａｇｅｎｔａ）の空間的または、時間的和で画像を表示することができる。そ
のために、図１には図示はしていないが、液晶表示パネル１００がそれぞれのピクセル１
１０に対応する位置にレッドフィルタ、グリーンフィルタ及びブルーフィルタ、または、
イエローフィルタ、シアンフィルタ及びマゼンタフィルタを備えることができる。
【００５７】
　図２は図１の液晶表示パネルに配列されたピクセルの構造を示す図面である。
【００５８】
　図２を参照すれば、ピクセル１１０はそれぞれスイッチング素子Ｑ、液晶キャパシタＣ
ＬＣ及びストレージキャパシタＣＳＴを含むことができる。例示的な実施形態によると、
スイッチング素子Ｑはアモルファスシリコン（ａｍｏｒｐｈｏｕｓ　ｓｉｌｉｃｏｎ）か
らなった薄膜トランジスタＴＦＴであることができる。
【００５９】
　スイッチング素子Ｑは下部表示基板に備わることができる。前記薄膜トランジスタＴＦ
ＴはゲートラインＧＬから供給されるゲート信号に応じてデータラインＤＬから供給され
るデータ信号を液晶キャパシタＣＬＣに供給することができる。そのために、スイッチン
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グ素子Ｑはゲート電極を通じてゲートラインＧＬに連結されることができ、ソース電極を
通じてデータラインＤＬに連結されることができ、ドレーン電極を通じて液晶キャパシタ
ＣＬＣに連結されることができる。液晶キャパシタＣＬＣはピクセル電極ＤＥに印加され
るデータ信号と共通電極ＣＥとに印加される共通電圧の電位差で充電され、このような充
電電圧に基づいて液晶層の光透過率を調節することができる。例えば、ノーマリーブラッ
ク（ｎｏｒｍａｌｌｙ　ｂｌａｃｋ）モードの場合、データ信号と共通電圧の電位差即ち
、充電電圧が大きいほど液晶層の光透過率が増加でき、データ信号と共通電圧の電位差即
ち、充電電圧が小さいほど液晶層の光透過率は減少することができる。このために、液晶
キャパシタＣＬＣは下部表示基板に備わったピクセル電極ＤＥと上部表示板に備わった共
通電極ＣＥを含むことができ、ピクセル電極ＤＥと共通電極ＣＥの間に液晶層を含むこと
ができる。例示的な実施形態によると、液晶キャパシタＣＬＣの共通電極ＣＥが下部表示
板に備わることもできる。例えば、ピクセル電極ＤＥは、スイッチング素子Ｑのドレーン
電極に連結されてソース電極に連結されたデータラインＤＬからデータ信号の印加を受け
ることができ、共通電極ＣＥは、下部表示板に備わった信号ライン（図示せず）から共通
電圧の印加を受けることができる。例示的な実施形態において、液晶表示パネル１００に
データ信号と共通電圧が印加されることにおいて、正の極性を有するデータ信号が印加さ
れる時、低い共通電圧が印加され、負の極性を有するデータ信号が印加される時、高い共
通電圧が印加されることができる。このような場合、液晶キャパシタＣＬＣには実質的に
印加されるデータ信号より高い充電電圧が誘導されることができて相対的に消費電力が減
少することができる。ストレージキャパシタＣＳＴは液晶キャパシタＣＬＣの充電電圧を
維持させることができる。即ち、ストレージキャパシタＣＳＴは、液晶キャパシタＣＬＣ
の補助的な役割を遂行し、下部表示板に備わった信号ライン（図示せず）とピクセル電極
ＤＥとが絶縁体を間に置いて重なることによって形成されることができる。ただし、ピク
セル１１０は要求される条件によりストレージキャパシタＣＳＴを含まないことができる
。図２には図示していないが、上部表示基板にはカラーフィルタが配置されることができ
、前記上部表示基板及び／または前記下部表示基板には偏光版が付着することができる。
【００６０】
　図３は図１の液晶表示パネル１００に供給されるデータ信号の極性による共通電圧を示
すタイミング図である。
【００６１】
　図３を参照すれば、第１フレーム１Ｆと前記第１フレーム１Ｆに続く第２フレーム２Ｆ
は各々複数の水平周期１Ｈ、……、８Ｈからなることができる。この時、第１フレーム１
Ｆは、奇数フレームに対応でき、第２フレーム２Ｆは偶数フレームに対応することができ
る。一方、液晶表示パネル１００の画像表示は、フレーム単位からなるので、液晶表示パ
ネル１００の画像表示が完了する時まで第１フレーム１Ｆと前記第１フレーム１Ｆに続く
第２フレーム２Ｆとは継続的に反復することができる。
【００６２】
　第１フレーム１Ｆは複数の水平周期１Ｈ、……、８Ｈからなり、各水平周期１Ｈ、……
、８Ｈごとにゲートライン１２０＿１、１３０＿１、……、１３０＿ｋ、１２０＿２にゲ
ート信号が印加されると、奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５または、偶数
データライン１５０＿１、……、１５０＿５から出力されるデータ信号が該当する行の奇
数列のピクセルまたは、偶数列のピクセルに選択的に印加されることができる。一方、液
晶表示装置は液晶表示パネル１００にデータ信号と共通電圧を供給することにおいて、液
晶表示パネル１００に正の極性を有するデータ信号を供給する時、相対的に低い共通電圧
ＶＣＯＭ＿Ｌを供給し、負の極性を有するデータ信号を供給する時、相対的に高い共通電
圧ＶＣＯＭ＿Ｈを供給することができる。例えば、第１フレーム１Ｆの間に奇数データラ
イン１４０＿１、……、１４０＿５に正の極性を有するデータ信号が供給される時、奇数
データライン１４０＿１、……、１４０＿５に連結されたピクセルの共通電極には相対的
に低い共通電圧ＶＣＯＭ＿Ｌが供給されることができる。また、第１フレーム１Ｆの間に
偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に負の極性を有するデータ信号が供給さ
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れる時、偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に連結されたピクセルの共通電
極には相対的に高い共通電圧ＶＣＯＭ＿Ｈが供給されることができる。同様に、第２フレ
ーム２Ｆ間に奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５に負の極性を有するデータ
信号が供給される時、奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５に連結されたピク
セルの共通電極には相対的に高い共通電圧ＶＣＯＭ＿Ｈが供給されることができる。また
、第２フレーム２Ｆ間に偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に正の極性を有
するデータ信号が供給される時、偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に連結
されたピクセルの共通電極には相対的に低い共通電圧ＶＣＯＭ＿Ｌが供給されることがで
きる。その結果、ピクセル内部の液晶キャパシタＣＬＣには実質的に印加されるデータ信
号より高い充電電圧が誘導されることができる。それと共に、液晶表示パネル１００に共
通電圧が供給される方式は、フレーム周期で共通電圧を交流反転させてピクセルの充電電
圧を引き上げるＡＬＳインバージョン方式と類似している。従って、液晶表示パネル１０
０においては印加されるデータ信号に比べて高い充電電圧を誘導することがあるため、従
来のインバージョン方式、例えば、ドットインバージョン方式に比べて消費電力が小さい
こともある。
【００６３】
　図４は奇数フレームの間に図１の液晶表示パネル１００に供給されるデータ信号の極性
を示す図面である。
【００６４】
　図４を参照すれば、液晶表示装置は、奇数フレーム１Ｆの間に、液晶表示パネル１００
のデータライン（ＤＬ１、……、ＤＬ８）にデータ信号を供給することにおいて、液晶表
示パネル１００のデータライン（ＤＬ１、……、ＤＬ８）を奇数データライン１４０＿１
、……、１４０＿５と偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に区分して、これ
らに各々相反する極性のデータ信号を供給することができる。例えば、液晶表示装置は奇
数フレーム１Ｆの間に奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５に正の極性を有す
るデータ信号を順次に供給することができ、偶数データライン１５０＿１、……、１５０
＿５に負の極性を有するデータ信号を順次に供給することができる。ただ、後述のように
、奇数フレーム１Ｆの間に供給されるデータ信号の極性は偶数フレーム２Ｆの間に供給さ
れるデータ信号の極性とは相反する。しかし、液晶表示パネル１００上には、データライ
ン（ＤＬ１、……、ＤＬ８）にデータ信号が印加される極性パターンとは他の極性パター
ンが表示されることができる。この時、データ信号が印加される極性パターンをドライバ
極性パターン（ｄｒｉｖｅｒ　ｐｏｌａｒｉｔｙ　ｐａｔｔｅｒｎ）と定義し、データ信
号が液晶表示パネル１００上に表示される極性パターンを見かけ極性パターン（ａｐｐａ
ｒｅｎｔ　ｐｏｌａｒｉｔｙ）と定義することができる。後述のように、液晶表示パネル
１００でドライバ極性パターンは、コラムインバージョン方式のドライバ極性パターンと
類似していて、見かけ極性パターンは同じ行に配列される奇数列のピクセルと偶数列のピ
クセルにデータ信号が一水平周期の時差を置いて印加されるという点を除いてＡＬＳイン
バージョン方式の見かけ極性パターンまたはラインインバージョン方式の見かけ極性パタ
ーンと類似している。これに対しては図５～図９を参照して下記通り説明する。
【００６５】
　図５～図９は、図１の液晶表示パネル１００で奇数フレームの間にピクセルにデータ信
号が印加される過程を示す図面である。
【００６６】
　図５を参照すれば、第１水平周期１Ｈで、第１サブゲートライン１２０＿１にピクセル
内部の薄膜トランジスタをターンオンさせるためのゲート信号が印加されることができる
。この時、第１サブゲートライン１２０＿１が第１行に配列されるピクセル１１０のうち
奇数列のピクセルのみに連結されているため、第１行に配列されるピクセル１１０のうち
奇数列のピクセルのみにデータ信号が印加されることができる。一方、第１行に配列され
るピクセル１１０のうち奇数列のピクセルは偶数データライン１５０＿１、……、１５０
＿５に連結されていて、奇数フレーム１Ｆの間には偶数データライン１５０＿１、……、
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１５０＿５に供給されるデータ信号の極性が負（－）であるため、第１水平周期１Ｈでは
第１行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルのみに負（－）の極性を有す
るデータ信号が印加されることができる。これと共に、第１水平周期１Ｈで隣接する行－
ピクセルの間にはデータ信号が同時に印加されないため、水平クロストークが防止される
ことができる。
【００６７】
　図６を参照すれば、第２水平周期２Ｈで、第１ゲートライン１３０＿１にピクセル内部
の薄膜トランジスタをターンオンさせるためのゲート信号が印加されることができる。こ
の時、第１ゲートライン１３０＿１が、第１行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列
のピクセルに連結されていて、第２行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセ
ルに連結されているため、第１行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルと
第２行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルのみにデータ信号が印加され
ることができる。一方、第１行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルは偶
数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に連結されていて、奇数フレーム１Ｆの間
には偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に供給されるデータ信号の極性が負
（－）であるため、第２水平周期２Ｈでは第１行に配列されるピクセル１１０のうち偶数
列のピクセルに負（－）の極性を有するデータ信号が印加されることができる。反面、第
２行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルは奇数データライン１４０＿１
、……、１４０＿５に連結されていて、奇数フレーム１Ｆの間には奇数データライン１４
０＿１、……、１４０＿５に供給されるデータ信号の極性が正（＋）であるため、第２水
平周期２Ｈでは第２行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルに正（＋）の
極性を有するデータ信号が印加されることができる。これと共に、第２水平周期２Ｈで隣
接する行－ピクセルの間には、データ信号が同時に印加されないため、水平クロストーク
が防止されることができるだけでなく、隣接する列－ピクセル即ち、第１行に配列される
ピクセル１１０と第２行に配列されるピクセル１１０には反対極性のデータ信号が印加さ
れるため垂直クロストークも防止することができる。
【００６８】
　図７を参照すれば、第３水平周期３Ｈで第２ゲートライン１３０＿２にピクセル内部の
薄膜トランジスタをターンオンさせるためのゲート信号が印加されることができる。この
時、第２ゲートライン１３０＿２が第２行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピ
クセルに連結されていて、第３行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルに
連結されているため、第２行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルと第３
行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルのみにデータ信号が印加されるこ
とができる。一方、第２行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルは奇数デ
ータライン１４０＿１、……、１４０＿５に連結されていて、奇数フレーム１Ｆの間には
奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５に供給されるデータ信号の極性が正（＋
）であるため、第３水平周期３Ｈでは第２行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列の
ピクセルに正（＋）の極性を有するデータ信号が印加されることができる。反面、第３行
に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルは、偶数データライン１５０＿１、
……、１５０＿５に連結されていて、奇数フレーム１Ｆの間には偶数データライン１５０
＿１、……、１５０＿５に供給されるデータ信号の極性が負（－）であるため、第３水平
周期３Ｈでは第３行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルに負（－）の極
性を有するデータ信号が印加されることができる。これと共に、第３水平周期３Ｈで隣接
する行－ピクセルの間にはデータ信号が同時に印加されないため水平クロストークが防止
されることができるだけでなく、隣接する列－ピクセル即ち、第２行に配列されるピクセ
ル１１０と第３行に配列されるピクセル１１０には反対極性のデータ信号が印加されるた
め垂直クロストークも防止されることができる。
【００６９】
　図８を参照すれば、第４水平周期４Ｈで第３ゲートライン１３０＿３にピクセル内部の
薄膜トランジスタをターンオンさせるためのゲート信号が印加されることができる。この
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時、第３ゲートライン１３０＿３が第３行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピ
クセルに連結されていて、第４行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルに
連結されているため、第３行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルと第４
行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルのみにデータ信号が印加されるこ
とができる。一方、第３行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルは偶数デ
ータライン１５０＿１、……、１５０＿５に連結されていて、奇数フレーム１Ｆの間には
偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に供給されるデータ信号の極性が負（－
）であるため、第４水平周期４Ｈでは第３行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列の
ピクセルに負（－）の極性を有するデータ信号が印加されることができる。反面、第４行
に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルは奇数データライン１４０＿１、…
…、１４０＿５に連結されていて、奇数フレーム１Ｆの間には奇数データライン１４０＿
１、……、１４０＿５に供給されるデータ信号の極性が正（＋）であるため、第４水平周
期４Ｈでは第４行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルに正（＋）の極性
を有するデータ信号が印加されることができる。これと共に、第４水平周期４Ｈで隣接す
る行－ピクセルの間にはデータ信号が同時に印加されないため、水平クロストークが防止
されることができるだけでなく、隣接する列－ピクセル即ち、第３行に配列されるピクセ
ル１１０と第４行に配列されるピクセル１１０には反対極性のデータ信号が印加されるた
め垂直クロストークも防止されることができる。
【００７０】
　図９を参照すれば、第５水平周期５Ｈで第４ゲートライン１３０＿４にピクセル内部の
薄膜トランジスタをターンオンさせるためのゲート信号が印加されることができる。上述
のように、第５水平周期５Ｈでは第４行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピク
セルに正（＋）の極性を有するデータ信号が印加されることができて、第５行に配列され
るピクセル１１０のうち奇数列のピクセルに負（－）の極性を有するデータ信号が印加さ
れることができる。これと共に、第５水平周期５Ｈで隣接する行－ピクセルの間にはデー
タ信号が同時に印加されないため、水平クロストークが防止されることができるだけでな
く、隣接する列－ピクセル即ち、第４行に配列されるピクセル１１０と第５行に配列され
るピクセル１１０には反対極性のデータ信号が印加されるため垂直クロストークも防止さ
れることができる。このような過程が第２サブゲートライン１２０＿２にゲート信号が印
加されて奇数フレーム１Ｆが終了する時まで反復されることができ、続く偶数フレーム２
Ｆでデータ信号の極性が変更されることができる。図５～図９に示したように、液晶表示
パネル１００でドライバ極性パターンはコラムインバージョン方式のドライバ極性パター
ンと類似していて、見かけ極性パターンは同じ行に配列される奇数列のピクセルと偶数列
のピクセルにデータ信号が一水平周期の時差を置いて印加されるという点を除いてＡＬＳ
インバージョン方式の見かけ極性パターンまたは、ラインインバージョン方式の見かけ極
性パターンと類似している。
【００７１】
　図１０は偶数フレームの間に図１の液晶表示パネル１００に供給されるデータ信号の極
性を示す図面である。
【００７２】
　図１０を参照すれば、液晶表示装置は偶数フレーム２Ｆの間に液晶表示パネル１００の
データラインＤＬ１、……、ＤＬ８にデータ信号を印加することにおいて、液晶表示パネ
ル１００のデータラインＤＬ１、……、ＤＬ８を奇数データライン１４０＿１、……、１
４０＿５と偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５とに区分し、これらに各々相
反する極性のデータ信号を供給することができる。例えば、液晶表示装置は偶数フレーム
２Ｆの間に奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５に負の極性を有するデータ信
号を順次に供給することができ、偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に正の
極性を有するデータ信号を順次に供給することができる。即ち、偶数フレーム２Ｆの間に
供給されるデータ信号の極性は奇数フレーム１Ｆの間に供給するデータ信号の極性とは相
反する。上述のように、液晶表示パネル１００上に表示する極性パターンはデータライン
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ＤＬ１、……、ＤＬ８にデータ信号が印加される極性パターンとは相異する。即ち、液晶
表示パネル１００にドライバ極性パターンは、コラムインバージョン方式のドライバ極性
パターンと類似していて、見かけ極性パターンは同じ行に配列される奇数列のピクセルと
偶数列のピクセルにデータ信号が一水平周期の時差を置いて印加されるという点を除いて
ＡＬＳインバージョン方式の見かけ極性パターンまたは、ラインインバージョン方式の見
かけ極性パターンと類似している。これに対しては次の図１１～図１５を参照して説明す
る。
【００７３】
　図１１～図１５は図１の液晶表示パネル１００で偶数フレームの間にピクセルにデータ
信号が印加される過程を示す図面である。
【００７４】
　図１１を参照すれば、第１水平周期１Ｈで第１サブゲートライン１２０＿１にピクセル
内部の薄膜トランジスタをターンオンさせるためのゲート信号が印加されることができる
。この時、第１サブゲートライン１２０＿１が第１行に配列されるピクセル１１０のうち
奇数列のピクセルのみに連結されているため、第１行に配列されるピクセル１１０のうち
奇数列のピクセルのみにデータ信号が印加されることができる。一方、第１行に配列され
るピクセル１１０のうち奇数列のピクセルは偶数データライン１５０＿１、……、１５０
＿５に連結されていて、偶数フレーム２Ｆ間には偶数データライン１５０＿１、……、１
５０＿５に供給されるデータ信号の極性が正（＋）であるため、第１水平周期１Ｈでは第
１行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルのみに正（＋）の極性を有する
データ信号が印加されることができる。これと共に、第１水平周期１Ｈで隣接する行－ピ
クセルの間にはデータ信号が同時に印加されないため水平クロストークが防止されること
ができる。
【００７５】
　図１２を参照すれば、第２水平周期２Ｈで第１ゲートライン１３０＿１にピクセル内部
の薄膜トランジスタをターンオンさせるためのゲート信号が印加されることができる。こ
の時、第１ゲートライン１３０＿１が第１行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列の
ピクセルに連結されていて、第２行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセル
に連結されているため、第１行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルと第
２行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルのみにデータ信号が印加される
ことができる。一方、第１行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルは偶数
データライン１５０＿１、……、１５０＿５に連結されていて、偶数フレーム２Ｆの間に
は偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に供給されるデータ信号の極性が正（
＋）であるため、第２水平周期２Ｈでは第１行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列
のピクセルに正（＋）の極性を有するデータ信号が印加されることができる。反面、第２
行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルは奇数データライン１４０＿１、
……、１４０＿５に連結されていて、偶数フレーム２Ｆの間には奇数データライン１４０
＿１、……、１４０＿５に供給されるデータ信号の極性が負（－）であるため、第２水平
周期２Ｈでは第２行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルに負（－）の極
性を有するデータ信号が印加されることができる。これと共に、第２水平周期２Ｈで隣接
する行－ピクセルの間にはデータ信号が同時に印加されないため水平クロストークが防止
されることができるだけでなく、隣接する列－ピクセル即ち、第１行に配列されるピクセ
ル１１０と第２行に配列されるピクセル１１０には反対極性のデータ信号が印加されるの
で垂直クロストークも防止されることができる。
【００７６】
　図１３を参照すれば、第３水平周期３Ｈで第２ゲートライン１３０＿２にピクセル内部
の薄膜トランジスタをターンオンさせるためのゲート信号が印加されることができる。こ
の時、第２ゲートライン１３０＿２が第２行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列の
ピクセルに連結されていて、第３行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセル
に連結されているため、第２行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルと第
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３行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルのみにデータ信号が印加される
ことができる。一方、第２行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルは奇数
データライン１４０＿１、……、１４０＿５に連結されていて、偶数フレーム２Ｆの間に
は奇数データライン１４０＿１、……、１４０＿５に供給されるデータ信号の極性が負（
－）であるため、第３水平周期３Ｈでは第２行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列
のピクセルに負（－）の極性を有するデータ信号が印加されることができる。反面、第３
行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルは偶数データライン１５０＿１、
……、１５０＿５に連結されていて、偶数フレームの間には偶数データライン１５０＿１
、……、１５０＿５に供給されるデータ信号の極性が正（＋）であるため、第３水平周期
３Ｈでは第３行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルに正（＋）の極性を
有するデータ信号が印加されることができる。これと共に、第３水平周期３Ｈで隣接する
行－ピクセルの間にはデータ信号が同時に印加されないので水平クロストークが防止され
ることができるだけでなく、隣接する列－ピクセル即ち、第２行に配列されるピクセル１
１０と第３行に配列されるピクセル１１０には反対極性のデータ信号が印加されるので垂
直クロストークも防止されることができる。
【００７７】
　図１４を参照すれば、第４水平周期４Ｈで第３ゲートライン１３０＿３にピクセル内部
の薄膜トランジスタをターンオンさせるためのゲート信号が印加されることができる。こ
の時、第３ゲートライン１３０＿３が第３行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列の
ピクセルに連結されていて、第４行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセル
に連結されているため、第３行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルと第
４行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルのみにデータ信号が印加される
ことができる。一方、第３行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピクセルは偶数
データライン１５０＿１、……、１５０＿５に連結されていて、偶数フレーム２Ｆの間に
は偶数データライン１５０＿１、……、１５０＿５に供給されるデータ信号の極性が正（
＋）であるため、第４水平周期４Ｈでは第３行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列
のピクセルに正（＋）の極性を有するデータ信号が印加されることができる。反面、第４
行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルは奇数データライン１４０＿１、
……、１４０＿５に連結されていて、偶数フレーム２Ｆ間には奇数データライン１４０＿
１、……、１４０＿５に供給されるデータ信号の極性が負（－）であるため、第４水平周
期４Ｈでは第４行に配列されるピクセル１１０のうち奇数列のピクセルに負（－）の極性
を有するデータ信号が印加されることができる。これと共に、第４水平周期４Ｈで隣接す
る行－ピクセルの間にはデータ信号が同時に印加されないので水平クロストークが防止さ
れることができるだけでなく、隣接する列－ピクセル即ち、第３行に配列されるピクセル
１１０と第４行に配列されるピクセル１１０には反対極性のデータ信号が印加されるので
垂直クロストークも防止されることができる。
【００７８】
　図１５を参照すれば、第５水平周期５Ｈで第４ゲートライン１３０＿４にピクセル内部
の薄膜トランジスタをターンオンさせるためのゲート信号が印加されることができる。上
述のように、第５水平周期５Ｈでは第４行に配列されるピクセル１１０のうち偶数列のピ
クセルに負（－）の極性を有するデータ信号が印加されることができ、第５行に配列され
るピクセル１１０のうち奇数列のピクセルには正（＋）の極性を有するデータ信号が印加
されることができる。これと共に、第５水平周期５Ｈで隣接する行－ピクセルの間にはデ
ータ信号が同時に印加されないので水平クロストークが防止されることができるだけでな
く、隣接する列－ピクセル即ち、第４行に配列されるピクセル１１０と第５行に配列され
るピクセル１１０には反対極性のデータ信号が印加されるので垂直クロストークも防止さ
れることができる。このような過程が第２サブゲートライン１２０＿２にゲート信号が印
加されて偶数フレーム２Ｆが終了する時まで反復されることができ、続く奇数フレーム１
Ｆでデータ信号の極性が変更されることができる。図１１～図１５に示したように、液晶
表示パネル１００でドライバ極性パターンはコラムインバージョン方式のドライバ極性パ
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ターンと類似していて、見かけ極性パターンは同じ行に配列される奇数列のピクセルと偶
数列のピクセルにデータ信号が一水平周期の時差を置いて印加されるという点を除いてＡ
ＬＳインバージョン方式の見かけ極性パターンまたは、ラインインバージョン方式の見か
け極性パターンと類似している。
【００７９】
　図１６は本発明の他の実施形態に係る液晶表示パネル５００を示す図面である。
【００８０】
　図１６を参照すれば、液晶表示パネル５００は、複数のピクセル５１０、第１サブゲー
トライン５２０＿１、第２サブゲートライン５２０＿２、ゲートライン５３０＿１、……
、５３０＿ｋ、奇数データライン５４０＿１、……、５４０＿５及び偶数データライン５
５０＿１、……、５５０＿５を含むことができる。例示的な実施形態によると、液晶表示
パネル５００は電荷共有制御回路５６０をさらに含むことができる。
【００８１】
　液晶表示パネル５００において、ピクセル５１０は第１サブゲートライン５２０＿１、
第２サブゲートライン５２０＿２及びゲートライン５３０＿１、……、５３０＿ｋ並びに
奇数データライン５４０＿１、……、５４０＿５及び偶数データライン５５０＿１、……
、５５０＿５が交差する位置にマトリックス形態で配列されることができる。ピクセル５
１０は内部のスイッチング素子（即ち、薄膜トランジスタ）のゲート電極を通じて第１サ
ブゲートライン５２０＿１、第２サブゲートライン５２０＿２及びゲートライン５３０＿
１、……、５３０＿ｋに連結されることができ、前記薄膜トランジスタのソース電極を通
じて奇数データライン５４０＿１、……、５４０＿５及び偶数データライン５５０＿１、
……、５５０＿５に連結されることができる。例えば、ピクセル５１０は薄膜トランジス
タのゲート電極を通じて第１サブゲートライン５２０＿１、第２サブゲートライン５２０
＿２及びゲートライン５３０＿１、……、５３０＿ｋから出力されるゲート信号（即ち、
スキャンパルス）の入力を受けることができる。また、ピクセル５１０は前記薄膜トラン
ジスタのソース電極を通じて奇数データライン５４０＿１、……、５４０＿５及び偶数デ
ータライン５５０＿１、……、５５０＿５から出力されるデータ信号の入力を受けること
ができる。
【００８２】
　液晶表示パネル５００では第１サブゲートライン５２０＿１及び第２サブゲートライン
５２０＿２がゲートライン５３０＿１、……、５３０＿ｋの外郭に位置することができる
。例えば、第１サブゲートライン５２０＿１は、下側の第１行－ピクセルと連結されるこ
とができ、第２サブゲートライン５２０＿２は、上側の第２行－ピクセルと連結されるこ
とができる。一方、ゲートライン５３０＿１、……、５３０＿ｋは、第１サブゲートライ
ン５２０＿１と第２サブゲートライン５２０＿２との間に位置して、各々上側の第２行－
ピクセルと下側の第１行－ピクセルとジグザグ形態で連結されることができる。例示的な
実施形態において、前記第１行－ピクセルは一つの行に配列されるピクセル５１０のうち
偶数列のピクセル５１０に対応し、前記第２行－ピクセルは一つの行に配列されるピクセ
ル５１０のうち奇数列のピクセル５１０に対応することができる。即ち、第１サブゲート
ライン５２０＿１は、上部の最外郭に位置するピクセル５１０のうち偶数列のピクセル５
１０に連結されることができ、第２サブゲートライン５２０＿２は、下部の最外郭に位置
するピクセル５１０のうち奇数列のピクセル５１０に連結されることができる。ゲートラ
イン５３０＿１、……、５３０＿ｋは、各々上側の行－ピクセルのうち奇数列のピクセル
５１０と連結され、下側の行－ピクセルのうち偶数列のピクセル５１０と連結されること
ができる。
【００８３】
　また、液晶表示パネル５００において、奇数データライン５４０＿１、……、５４０＿
５に連結されるピクセル５１０と偶数データライン５５０＿１、……、５５０＿５に連結
されるピクセル５１０が互いに相異することができる。例えば、奇数データライン５４０
＿１、……、５４０＿５は、第２列－ピクセルと連結されることができ、偶数データライ
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ン５５０＿１、……、５５０＿５は、第１列－ピクセルと連結されることができる。例示
的な実施形態において、前記第１列－ピクセルは一つの列に配列されるピクセル５１０の
うち奇数行のピクセル５１０に対応し、前記第２列－ピクセルは一つの列に配列されるピ
クセル５１０のうち奇数行のピクセル５１０に対応ことができる。他の実施形態によると
、前記第１列－ピクセルは一つの列に配列されるピクセル５１０のうち奇数行のピクセル
５１０に対応し、前記第２列－ピクセルは一つの列に配列されるピクセル５１０のうち奇
数行のピクセル５１０に対応することができる。ただし、図１６では奇数データライン５
４０＿１、……、５４０＿５が、一つの列に配列されるピクセル５１０のうち奇数行のピ
クセル５１０に連結され、偶数データライン５５０＿１、……、５５０＿５が一つの列に
配列されるピクセル５１０のうち奇数行のピクセル５１０に連結される実施形態が示され
ている。
【００８４】
　上述のように、液晶表示パネル５００は、ピクセル５１０が薄膜トランジスタのゲート
電極を通じて第１サブゲートライン５２０＿１、第２サブゲートライン５２０＿２及びゲ
ートライン５３０＿１、……、５３０＿ｋと連結され、薄膜トランジスタのソース電極を
通じて奇数データライン５４０＿１、……、５４０＿５及び偶数データライン５５０＿１
、……、５５０＿５に連結されるということにおいて、一つのフレームの間に奇数データ
ライン５４０＿１、……、５４０＿５に第１極性のデータ信号が供給され、偶数データラ
イン５５０＿１、……、５５０＿５に前記第１極性と反対になる第２極性のデータ信号が
供給される場合に、一つの行に配列される隣接するピクセル（即ち、隣接する行－ピクセ
ル）に同じ極性のデータ信号が一水平周期の時差を置いて印加され、一つの列に配列され
る隣接してピクセル（即ち、隣接する列－ピクセル）に反対極性のデータ信号が印加され
るようにする特異な構造を有することができる。この時、液晶表示パネル５００は前記特
異な構造に基づいて動作するということにおいて、実質的にコラムインバージョン方式と
類似の方式でデータ信号を供給されることができる。例えば、液晶表示パネル１００は、
奇数フレームの間に奇数データライン５４０＿１、……、５４０＿５に第１極性のデータ
信号を供給し、偶数データライン５５０＿１、……、５５０＿５に第２極性のデータ信号
を供給する反面、偶数フレームの間には奇数データライン５４０＿１、……、５４０＿５
に第２極性のデータ信号を供給し、偶数データライン５５０＿１、……、５５０＿５には
第１極性のデータ信号を供給することができる。
【００８５】
また、液晶表示パネル５００は奇数データライン５４０＿１、……、５４０＿５の間に互
いに電荷を共有させ、偶数データライン５５０＿１、……、５５０＿５の間に互いに電荷
を共有させる電荷共有制御回路５６０をさらに含むことができる。例示的な実施形態にお
いて、電荷共有制御回路５６０は電荷共有制御信号ＣＳＣに基づいて奇数データライン５
４０＿１、……、５４０＿５を互いに結びつける第１スイッチＯＳＴ及び電荷共有制御信
号ＣＳＣに基づいて偶数データライン５５０＿１、……、５５０＿５を互いに結びつける
第２スイッチＥＳＴを含むことができる。この時、電荷共有制御信号ＣＳＣはプリチャー
ジシェアリング信号であることができる。例示的な実施形態によると、第１スイッチＯＳ
Ｒ及び第２スイッチＥＳＴは第１サブゲートライン５２０＿１、第２サブゲートライン５
２０＿２及びゲートライン５３０＿１、……、５３０＿ｋ別にピクセル５１０が充電され
る以前にターンオンされたり、または、前記ピクセル５１０が充電された以後にターンオ
ンされたりすることによって、奇数データライン５４０＿１、……、５４０＿５の間に互
いに電荷が共有され、偶数データライン５５０＿１、……、５５０＿５の間に互いに電荷
が共有されるようにすることができる。これと共に、液晶表示パネル５００は電荷共有制
御回路５６０を含むことによって変化が激しいパターンに対しても消費電力を減少させる
ことができ、ピクセル１１０の充電特性を向上させて全般的な性能を向上させることがで
きる。上述において、電荷共有制御回路５６０が液晶表示パネル５００に備わることと説
明したが、電荷共有制御回路５６０は要求される条件により集積回路の内部に実装される
こともできる。
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【００８６】
　図１７は本発明の実施形態に係る液晶表示パネルを備える液晶表示装置を示すブロック
図である。
【００８７】
　図１７を参照すれば、液晶表示装置１０００は、液晶表示パネル１００、ソースドライ
バ２００、ゲートドライバ３００及びタイミングコントローラ４００を含むことができる
。図１７には図示していないが、液晶表示装置１０００はソースドライバ２００に連結さ
れて階調電圧を生成する階調電圧ジェネレータを追加的に含むことができる。
【００８８】
　液晶表示パネル１００はソースドライバ２００から出力されるデータ信号及びゲートド
ライバ３００から出力されるゲート信号（即ち、スキャンパルス）に基づいて画像を表示
することができる。液晶表示パネル１００はマトリックス形態で配列された複数のピクセ
ルを含むが、一つの行に配列されるピクセルが奇数列のピクセルと偶数列のピクセルに区
分されて、一つの列に配列されるピクセルは奇数行のピクセルと偶数行のピクセルに区分
される。液晶表示パネル１００では行方向に同じ極性のデータ信号が奇数列のピクセルと
偶数列のピクセルに一水平周期の時差を置いて印加されることができ、列方向には反対極
性のデータ信号が同じ列のピクセルに一水平周期の時差を置いて順次に印加されることが
できる。このため、液晶表示パネル１００はマトリックス形態で配列されるピクセル、前
記ピクセルのうち隣接する下側の第１行－ピクセルと連結される第１サブゲートライン、
前記ピクセルのうち隣接する上側の第２行－ピクセルと連結される第２サブゲートライン
、前記第１サブゲートラインと前記第２サブゲートラインの間に位置し、前記ピクセルの
うち各々隣接する上側の第２行－ピクセルと下側の第１行－ピクセルとジグザグ形態に連
結されるゲートライン、前記ピクセルのうち隣接する第１列－ピクセルと連結される偶数
データライン、そして前記ピクセルのうち隣接する第２列－ピクセルと連結される奇数デ
ータラインを含むことができる。また、液晶表示パネル１００は奇数データラインの間に
互いに電荷を共有させ、偶数データラインの間に互いに電荷を共有させる電荷共有制御回
路をさらに含むことができる。上述のように、前記第１行－ピクセルは一つの行に配列さ
れるピクセルのうち奇数列のピクセルに対応でき、前記第２行－ピクセルは一つの行に配
列されるピクセルのうち偶数列のピクセルに対応したり、または、前記第１行－ピクセル
が一つの行に配列されるピクセルのうち偶数列のピクセルに対応したりでき、前記第２行
－ピクセルが一つの行に配列されるピクセルのうち奇数列のピクセルに対応することがで
きる。さらに、前記第１列－ピクセルは一つの列に配列されるピクセルのうち奇数行のピ
クセルに対応でき、前記第２列－ピクセルは一つの列に配列されるピクセルのうち偶数行
のピクセルに対応したり、または、前記第１列－ピクセルが一つの列に配列されるピクセ
ルのうち偶数行のピクセルに対応したりでき、前記第２列－ピクセルが一つの列に配列さ
れるピクセルのうち奇数行のピクセルに対応することができる。ただし、これに対しては
上述したので、重複する説明は省略することにする。
【００８９】
　ソースドライバ２００はタイミングコントローラ４００から出力されるデータ制御信号
ＤＣＳに基づいて画像に対応するデータ信号をデータラインＤＬ１、……、ＤＬｍに印加
することができる。この時、データ信号は階調電圧ジェネレータから生成される階調電圧
を各々選択する方式で生成されることができる。この時、前記階調電圧ジェネレータは共
通電圧に対して反対の極性を有する階調電圧の組を生成することができて、ソースドライ
バ２００は階調電圧の組のうち一つを選択する方式でデータ信号の極性を決めることがで
きる。その結果、データ信号は共通電圧を基準として正の極性または、共通電圧を基準と
して負の極性を有することができる。例示的な実施形態において、データ制御信号ＤＣＳ
はデータ信号の極性を両極性または、負の極性で制御するための極性制御信号を含むこと
ができる。これに、液晶表示装置１０００は極性制御信号に基づいてデータラインＤＬ１
、……、ＤＬｍに供給されるデータ信号の極性を一定単位ごとに反転させることができる
。例えば、液晶表示装置１０００は一つのフレームで偶数データラインに第１極性のデー
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タ信号を印加して、奇数データラインに前記第１極性と反対の第２極性のデータ信号を印
加する。この時、液晶表示装置１０００は液晶表示パネル１００に印加されるデータ信号
の極性をフレームが変更される時ごとに変更することができる。ゲートドライバ３００は
タイミングコントローラ４００から出力されるゲート制御信号ＧＣＳに基づいて液晶表示
パネル１００のゲートラインＧＬ１、……、ＧＬｎに順次にシフト（ｓｈｉｆｔ）するゲ
ート信号（即ち、スキャンパルス）を印加することができる。タイミングコントローラ４
００は駆動タイミングを制御するためのゲート制御信号ＧＣＳ及びデータ制御信号ＤＣＳ
を生成することができる。例示的な実施形態において、タイミングコントローラ４００は
外部のグラフィックコントローラ（図示せず）からＲＧＢ画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）、水平
同期信号Ｈ、垂直同期信号Ｖ、メインクロックＣＬＫ及びデータイネイブル信号ＤＥＳ等
の信号の入力を受け、このような信号に基づいてゲート制御信号ＧＣＳ及びデータ制御信
号ＤＣＳを生成することができる。例えば、ゲート制御信号ＧＣＳはゲート信号の出力開
始を制御する垂直同期開始信号、ゲート信号の出力時期を制御するゲートクロック信号及
びゲート信号の持続時間を制御する出力イネイブル信号などを含むことができ、データ制
御信号ＤＣＳはデータ信号の入力開始を制御する水平同期開始信号、データラインＤＬ１
、……、ＤＬｍにデータ信号を印加するというロード信号及びソースドライバ２００で液
晶表示パネル１００から出力されるデータ信号の極性を一定単位で反転させる極性制御信
号などを含むことができる。図１８は図１７の液晶表示装置を駆動する方法を示すフロー
チャートである。
【００９０】
　図１８を参照すれば、液晶表示装置１０００は複数の水平周期からなったフレーム単位
で画像を表示することができる。このために、液晶表示装置１０００の駆動方法において
、行方向に同じ極性のデータ信号を奇数列のピクセルと偶数列のピクセルに一水平周期の
時差を置いて印加（ステップＳ１２０）しながら、列方向には反対極性のデータ信号を同
じ列に配列するピクセルに一水平周期の時差を置いて順次に印加（ステップＳ１４０）し
ながら、フレームが変更される時ごとに液晶表示パネル１００に供給されるデータ信号の
極性を変更（ステップＳ１６０）することができる。
【００９１】
　例示的な実施形態に係る液晶表示装置１０００の駆動方法において、水平クロストーク
及び垂直クロストークを防止しながらも消費電力を効率的に減少させるために、行方向に
同じ極性のデータ信号を奇数列のピクセルと偶数列のピクセルに一水平周期の時差を置い
て印加（ステップＳ１２０）しながら、列方向には反対極性のデータ信号を同じ列に配列
されるピクセルに一水平周期の時差を置いて順次に印加（ステップＳ１４０）することが
できる。即ち、行方向に同じ極性のデータ信号が奇数列のピクセルと偶数列のピクセルに
一水平周期の時差を置いて印加（ステップＳ１２０）するので、同じ行に配列される互い
に隣接するピクセルに同じ極性のデータ信号が印加されても、これらの間には一水平周期
の時差があるので水平クロストークが発生できない場合がある。例えば、第１水平周期で
同じ行に配列されるピクセルのうち奇数列のピクセルに第１極性のデータ信号が同時に印
加され、続く第２水平周期で同じ行に配列されるピクセルのうち偶数列のピクセルに第１
極性のデータ信号が同時に印加されることができる。これと同時に、列方向には反対極性
のデータ信号が同じ列に配列されるピクセルに一水平周期の時差を置いて順次に印加（ス
テップＳ１４０）されるので、同じ列に配列される互いに隣接するピクセルの間には反対
極性のデータ信号が印加されて垂直クロストークが発生できない場合がある。例えば、第
１水平周期で同じ列に配列されるピクセルのうち第１行のピクセルに第１極性のデータ信
号が印加されると、続く第２水平周期では第２行のピクセルに第２極性のデータ信号が印
加され、続く第３水平周期では第３行のピクセルに第１極性のデータ信号が印加され、続
く第４水平周期では第４行のピクセルに第２極性のデータ信号が印加されることができる
。
【００９２】
　前記ステップＳ１２０、Ｓ１４０は、複数の水平周期からなったフレーム単位で遂行さ
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れるが、液晶表示装置１０００の駆動方法はフレームが変更される時ごとに液晶表示パネ
ル１００に供給されるデータ信号の極性を変更（ステップＳ１６０）することができる。
例えば、第１フレームで奇数データラインに印加されるデータ信号は第１極性を有するこ
とができ、偶数データラインに印加されるデータ信号は第２極性を有することができる。
続く第２フレームでは奇数データラインに印加されるデータ信号は第２極性を有すること
ができ、偶数データラインに印加されるデータ信号は第１極性を有することができる。続
く第３フレームではまた奇数データラインに印加されるデータ信号が第１極性を有するこ
とができ、偶数データラインに印加されるデータ信号が第２極性を有することができる。
この時、液晶表示パネル１００にはデータライン別に同じ極性のデータ信号が供給される
ので、消費電力が効率的に減少することができる。これと共に、液晶表示装置１０００の
駆動方法はドライバ極性パターンをコラムインバージョン方式のドライバ極性パターンと
類似するように供給することができ、見かけ極性パターンを同じ行に配列される奇数列の
ピクセルと偶数列のピクセルにデータ信号が一水平周期の時差を置いて印加されるという
点を除いてＡＬＳインバージョン方式の見かけ極性パターンまたは、ラインインバージョ
ン方式の見かけ極性パターンと類似するように表示することができる。図１９は図１７の
液晶表示装置を含む電子機器を示すブロック図である。
【００９３】
　図１９を参照すれば、電子機器１１００は、液晶表示装置１０００、プロセッサ１０１
０、メモリ装置１０２０、保存装置１０３０、入出力装置１０４０、及びパワーサプライ
１０５０を含むことができる。電子機器１１００は、使用者が液晶表示装置１０００を通
じて画像を見ることのできるテレビ、携帯電話、スマートフォンなどと同じ装置であるこ
とができる。さらに、電子機器１１００はビデオカード、サウンドカード、メモリカード
、ＵＳＢ装置などと通信したり、または、他の電子機器と通信したりできる色々なポート
（ｐｏｒｔ）をさらに含むことができる。
【００９４】
　プロセッサ１０１０は特定計算または、タスク（ｔａｓｋ）を遂行することができる。
例示的な実施形態によると、プロセッサ１０１０はマイクロプロセッサ（ｍｉｃｒｏ　ｐ
ｒｏｃｅｓｓｏｒ）、中央処理装置（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ
；ＣＰＵ）等であることができる。プロセッサ１０１０は、アドレスバス（ａｄｄｒｅｓ
ｓ　ｂｕｓ）、制御バス（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｂｕｓ）及びデータバス（ｄａｔａ　ｂｕｓ
）等を介してメモリ装置１０２０、保存装置１０３０、及び入出力装置１０４０に連結さ
れて通信を遂行することができる。例示的な実施形態において、プロセッサ１０１０は、
ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ）バス
のような拡張バスにも連結されることができる。メモリ装置１０２０は電子機器１１００
の動作に必要なデータを保存することができる。例えば、メモリ装置１０２０は、動的ラ
ンダムアクセスメモリ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ；
ＤＲＡＭ）、静的ランダムアクセスメモリ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｍｅｍｏｒｙ；ＳＲＡＭ）等と同じ揮発性メモリ装置及びＥＰＲＯＭ（Ｅｒａｓａｂｌ
ｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＥＥＰＲＯＭ（
Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－
Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）及びフラッシュメモリ装置（ｆｌａｓｈ　ｍｅｍｏｒｙ　ｄｅ
ｖｉｃｅ）等のような非揮発性メモリ装置を含むことができる。保存装置１０３０はＳＳ
Ｄ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ
）及びＣＤ－ＲＯＭ等を含むことができる。入出力装置１０４０は、キーボード、キーパ
ッド、マウスなどのような入力手段及びプリンタなどのような出力手段を含むことができ
る。例示的な実施形態によると、液晶表示装置１０００は入出力装置１０４０内に備わる
こともできる。パワーサプライ１０５０は電子機器１１００の動作に必要な動作電圧を供
給することができる。
【００９５】
　液晶表示装置１０００は前記バスまたは他の通信リンクを通じてプロセッサ１０１０と



(25) JP 2012-93702 A 2012.5.17

10

20

30

連結して通信を遂行できる。上述のように、液晶表示装置１０００は液晶表示パネル１０
０、ソースドライバ２００、ゲートドライバ３００、及びタイミングコントローラ４００
を含むことができる。この時、液晶表示パネル１００はソースドライバ２００から出力さ
れるデータ信号及びゲートドライバ３００から出力されるゲート信号に基づいて画像を表
示することにおいて、行方向で同じ極性のデータ信号が奇数列のピクセルと偶数列のピク
セルに一水平周期の時差を置いて印加されるようにすることができ、列方向には反対極性
のデータ信号が同じ列のピクセルに一水平周期の時差を置いて順次に印加されるようにす
ることができる。このため、液晶表示パネル１００はピクセル、第１サブゲートライン、
第２サブゲートライン、ゲートライン、奇数データライン、偶数データライン、及び電荷
共有制御回路を含むことができる。ただし、これに対しては、上述したため、重複する説
明は省略することにする。例示的な実施形態によると、液晶表示装置１０００は、ＴＮ（
Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｓｔｉｃ）モード及びＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍ
ｅｎｔ）モード、ＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モード、及びＦＦＳ
（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードなどに適用することができる
。
【００９６】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【００９７】
　本発明は液晶表示装置及びこれを含む電子機器に適用することができる。例えば、本発
明はコンピュータモニタ、デジタルテレビ、ノートパソコン、デジタルカメラ、ビデオビ
デオカメラ、携帯電話、スマートフォン、ＰＤＡ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　
ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）、ＰＭＰ（ｐｏｒｔａｂｌｅ　ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｐｌａｙ
ｅｒ）、ＭＰ３プレーヤー、車両用ナビゲーション、ビデオフォンなどに適用することが
できる。
【符号の説明】
【００９８】
　１００　　液晶表示パネル
　１１０　　ピクセル
　１２０＿１　　第１サブゲートライン
　１２０＿２　　第２サブゲートライン
　１３０　　ゲートライン
　１４０　　奇数データライン
　１５０　　偶数データライン
　１６０　　電荷共有制御回路
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摘要(译)

液晶显示面板，液晶显示装置以及液晶显示装置的驱动方法。 以矩阵形式布置的多个像素，像素的第一行-连接到像素的第一子栅
线，以及像素的第二行-连接到像素的第二子栅线。 在像素中，位于第一子栅极线和第二子栅极线之间的第二行，每个第二行与上
侧相邻-第一行与下侧相邻-连接到像素的多条栅极线 一种液晶显示面板，包括：相邻的第一列-连接至像素的多条偶数数据线；以及
相邻的第二列-连接至像素的多条奇数数据线。 将提供。 液晶显示面板可以在防止水平串扰和垂直串扰的同时有效地降低功耗。 
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